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報道関係各位 

環境支援の取組みとして、2,432,916 円を 

「彩の国みどりの基金」と「所沢市緑の基金」へ寄付 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社西武ライオンズ(本社：埼玉県所沢市、代表取締役社長：奥村 剛)では、当社のコミュニティ

活動「L
エル

-FRIENDS
フ レ ン ズ

」の柱のひとつとして取り組んでいる「環境支援」のもと、2020年 4月に「SAVE
セ イ ブ

 

THE
ジ

 EARTH
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 Lions
ライオンズ

 GREEN
グ リ ー ン

 UP
アップ

! プロジェクト」を発足し、日頃より環境支援に関する活動を行

っております。このたび、2022シーズンの同プロジェクトで集まった 2,432,916円を、埼玉県の「彩

の国みどりの基金」と所沢市の「所沢市緑の基金」へそれぞれ半分の約 120万円ずつ寄付いたしまし

た。 

当社では、環境支援に関する支援の周知と啓発を目的に、2020 シーズンより公式戦 1 試合を「SAVE
セ イ ブ
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! DAY
デ ー

」として開催し、ご来場いただいた皆さまに募金の協力をいただ

いているほか、監督、コーチ、選手が着用したキャップや試合で使用した塁ベースなどを、後日チャリティーオ

ークションに出品するなど、寄付金への協力を呼び掛けています。今回県と市に納めた寄付金は、それぞれ

豊かな自然環境を次世代に引き継いでいく活動などに使用されます。なお、県への寄付は 2020 年から、市

への寄付は今回が初めてです。 

当社では、年間を通してベルーナドーム内に紙コップ専用のごみ箱を設置して回収し、トイレットペーパー

へのリサイクルを促進しているほか、若手選手が生活する「若獅子寮」の食堂や球場内の一部の飲食店舗で

回収した廃油からバイオディーゼル燃料を精製し、グループ会社の西武バスで使用するなどの活動を行って

おります。昨年 7 月には、環境省が主導する「生物多様性のための 30by30 アライアンス」にプロ野球球団と

して初めて加盟するなど、環境に配慮した取り組みを継続的に実施しております。今シーズンも 6月 1日(木)

に SAVE THE EARTH Lions GREEN UP! DAY を開催し、環境に配慮した取り組みを積極的に行ってま

いります。 

【株式会社西武ライオンズ 代表取締役社長 奥村 剛 コメント】 

 プロ野球球団を運営する当社がやるべきことは、世の中にはさまざまな社会課題があり、解決に

向けた取り組みを広く地域社会やファンの皆さまに伝えていくことです。昨年の「生物多様性のため

の 30by30アライアンス」加盟をきっかけに、所沢市にも新たに寄付することといたしました。WBCの優勝に

より、世の中の野球熱が高まるなか、当社だからこそできる取り組みを今後も力を入れて継続してまい

ります。 

【お客さまのお問合せ先】 

埼玉西武ライオンズインフォメーションセンター TEL．（0570）01-1950（平日 10時～18時） 

一軍公式線非開催日(平日 10時～18時)※一軍公式戦の開催がない土・日・祝は休日となります。 

一軍公式戦開催日のナイターゲーム(10時～20時)/一軍公式戦開催日のデーゲーム(10時～18時) 

彩の国みどりの基金への寄付金贈呈の様子 

(左から)当社代表取締役社長 奥村剛、大野元裕埼玉県知事、 

所沢市緑の基金への寄付金贈呈の様子 

(左から)藤本正人所沢市長、当社代表取締役社長 奥村剛 


